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抗原性物質を生体に接種すれば，生体は言う迄もなく抗体の産生をもって之れに応答するO
いま若し正常動物に抗原を接種すれば，抗原の種類と其接種の方法及び動物側の状態によって
幾分ずっその模様を異にするが，一般に或一定の誘導期の後抗体価の上昇が見られ抗体価は最
高値に達した後徐々に下降して行く。
例えば Topley(21)等によれば Salmonellaparatyphi Bの死菌を家兎の静脈内に接種し
た場合，凝集素は 24乃至 48時間の誘導期の後上昇し始め 16日前後で最高値に達しその後
始めは閉会:速にそして次で緩徐に下降して行く。 Hektoen及び Car1sonのはグイコクネズ
ミの血球を犬に注射しているが，此の場合には最初先ず血球に対する所謂正常凝集素の低下即
ち陰性期が観察され次いで 10目前後で凝集価は最高に達している O 
また Dean及び Webb(5)等は馬血清を家兎の静脈内に接種して沈降素の消長を追求してい
るの 此の場合には最初の誘導期は比較的長く 8日前後であり沈降素は 16日前後で最高に達
しているO
これに対して過去に於いて一度抗原の接種を受けた動物，或は感染を経過した動物に再度同
ーの抗原を注射した場合には，それ等の動物は正常動物とは全く異った態度を示すこともまた
よく知られている O 即ち一般に抗原接種から抗体上昇までの期間は初回注射の時よりは短縮
し， また抗体価は初回に比較して概ね高L 此の間題に関してはチフス菌に於ける有名な 、。
Rufus (1904)仁川の報告があるが二三の主な文献を挙げれば， Glennyと Sudmersen(りは
馬にジフテリ{毒素を注射してその抗体形成の第一次反応と所謂第二次反応とを研究してい
る。更に叉 Deanと Webb等は上記の如く馬血清を家兎に注射してその沈降素形成状況を一
次反応と二次反応とに分けて記述しているの向 Topley等はその著書に於いて免疫された動
物の組織の反応性の変化は所謂二次反応を解析することによりその一部が解明可能であること
を指摘し，免疫動物の示すこの二次反応の重要性を強調しているO 
Burnet(2)等によれば此の二次反応は用いる抗原によって差異が見られる O 即ちぶどう球菌
或はジフテリ{菌等のトキソイドのように云わば液状抗原を動物の静脈に注射し一定期間後同
一抗原を再び注射すれば，初回の場合の非常に緩徐なそして割合に低い抗体の産生に比較して
再注射の場合には抗体が対数的に短時間内に上昇して一次反応と二次反応との場合の差異は顕
著であるO ところが細菌或はパクテリオァフ{ジ，ヘルペスウィ戸ルス等の粒子状抗原の場合
にはトキソイドに於いて認められた様な著明な差異は両反応間には認められない。
著者は細菌としてはチフス菌を択びウイ{ルスの実験材料にインフルエンザウ 1 .-ルスを使
• 
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用して，細菌及びウィールス接種後の場合の家兎に於ける一次反応及び二次反応を検討し両者
に於ける生体の反応の差異を追求した更にチフス菌で免疫した家兎にインフルエンザウィ戸ル
スを接種して所謂既往性反応の分析を試みた。これらの実験の概要を以下に報告する口実験手
投に関しては主に細菌学実習提要及び臨床細菌学提要を参考とした。
第 1章チフス菌に対すQ二次友応
実験方法並びに材料
チフス菌に於ける実験の菌種として H901を用い
た。叉実験動物としては 2500g前後の健康そうな
家兎を使用した。抗原としては H 血清を作る為に 
H90i 20時間肉水フ守イヨン培養に 0.5%の割にホル
マジンを加え，次に 370 C 24時間後に室温に更に 
24時開放置せるものを用いた。この 0.3ccを家兎
の耳静脈に注射した後適当な間隔を置いて約 3cc
ずつ採血しその血清を 560C 30分で非働性にした
後反応実験用に用いた。
頭集反応に用いる為の菌液としては H90120時間
寒天斜面培養を用い生理食塩水にて均等な菌浮活字液
を作り， 2倍稀釈法で稀釈した血清 0.5ccに上記
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の菌液 0.5ccを加え 370C 2時間後室温に 24時
開放置した後その頭集成績を見た。顎集綜末価は肉
眼の判定によった。斯くの如く数ヶ月採血しその競
集価を判定して行く内にその擬集価が或一定の値に
降下したま L即ち抗体曲線が恰も水平を保つ如く見
える時期がある。その時期に上記の如き抗原を再注
射して血清の凝集価を測定して第二次反応を追求し
た結果が次に示される。
実験成績
実験に使用した 7匹の家兎は夫々 RlR2 R3九
九 R6R7を以って現わし実験結果は図(1ゃ 7)に
示されてしる。それに見られる様に第一次注射後の
抗体曲線は最高値に達する迄は比較的緩かな曲線を
描いている。 R6の如きは実に 29日を要し RlR2 
R7は夫々 19，14，17日を要して最高値に達してい
るが R4の如く 6日で最高値に達したものもあっ
た。しかし初回注射後 1600倍以上の抗体価を示し 
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たものはなかった。
抗体価の減少状況は大体 100目前後を目標に検
査して見たがその抗体価の減少は一般に極めて徐々
で、あって僅かに 25倍を記録した凡だけが最低値
を示したに過ぎなかった。 R7は非常に健康そうに
見えたので採血を続け 2ヶ年にも及ばんとしたが
抗体価は遂に零とはならず 253日目に 50倍を示
したに過ぎなかった。
それらの所見を綜合して家兎のチフス菌 Ht疑集
反応に関してはー且血液中に現われた抗体が血液か
ら全く消失することはなかなかなし、もののように見
える。そこでなるべく最低値を示すような時期を選
んで第二次注射を施行することとした。第二次注射
後の抗体価の上昇を示す割合は急速であって最高値
を示す迄の期間も大体 10目前後で、あった。(第 1
表参照〉
即ち同一抗原の再注射に対しては生体は割合急速
に反応を示すと云う先人の業績が確認された。抗体
価も一般に第一次注射後の最高値よりも高く Rょと 
R3の如きは突に 6400倍を示したが他の 4匹の動
物に於いては 3200倍程度であった。〈第2表参照〕
再注射後の抗体価の減少の模様は第一次注射後の
それとは異なり長い期間相当高い抗体価を示しつつ
極めて徐々に下降して行く。その抗体曲線の下降す
る状況は第 1図から第 7図迄に見られる通りであ
る。
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曲線が互に或程度類似せる形を示しているのは面白
し、ことである。此のことは或抗原によって免疫され
た動物が普通の動物とは異ってその抗原に対しては
特殊な状態に置かれていると解すべきであろう。い
ずれに Lても通じて家兎の抗体曲線が全く同じ抗原
同じ処置によっても個性差の著るしいことは注目に
値する。命第一次注射後第二次注射後共に家兎の体
温及び一般状態に愛化は認められなかった。
第 2章 ウィールスに対する二次反応
実験方法並びに材斜 
イシフルエシずウイ~ l~ ス及びその研究に関して
は Burnet(l)， 福見山本・(12)(13)， Hirst(S)(9)rIl)， 
Magil1(1均等共他数多〈記述されているが，本:実験
に於いては主として Hirst氏安法の予防医学研究
所仰)の方法を用いた。
イ:ノプルエンずウィールス PRs株を用い，健康
そうな家兎 1012[;を選んだ。即ちその大要を述べる
と次の様であるの
工 ウィーノレス浮揚液の作り方 
10~ 12日発育鶏卵の疑尿膜腔内にプィヨンにて
株(感染PR8スl~.，に稀釈した接種ウイ310-約 
尿膜睦液〕を接種して 370C 48時間培養後生存す
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瀞液として使用した。 この PR8浮潜液の充分に赤
血球擬集価の高いもの(多くは 1280倍)5 ccを取
り家兎の耳静脈に注射して数ヶ月聞に亘って種々の
間隔で採血して其血清のウイ-;1"スに対する抗体価
を次の方法に依り判定した。 
E 赤血球浮准液の作り方
ニワトリから採血して血球をよく洗って最後に毎
分 1500回転 10分遠心して上清を捨てて赤血球に
生理食塩水を加えて 0.5%及び 0.25%の赤血球浮
ウィールスの定量は次の様にして行われた。 
① ウィールスの 2倍階段稀釈 
10本宛 2列に試験管を並ベこれに生理食塩水を 
0.5 cc宛分注する。これとは別にウィールス浮揚液
の 10倍と 15倍の稀釈液を作りこの O.5cc宛を
夫々の各列の第 1管に加えて 2倍階段稀釈して行
く。 言うまでもなく各列には 1木宛の食塩水対照
が置かれる。 
② 0.25%赤血球浮務液の添加
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各試験管に土記の 0.25%の赤血球浮活字液 0.5cc 第 13図 血球碗集抑制反応
宛を加えてよく振蓋した後 100 --200 C 2 --4時
8ご192 
第
間静置して赤血球が管底に、沈着するのを待って判定
する。 4，096 
③判定方法 2，048 
判定は管底に生ずる赤血球の沈降像に基いて行
う。斯くしてそのif集価を決定してその 2単位が血 稀 1，024i 

清の力価判定の基準液として用いられる。 5121-
lV 血液の抗体量の測定 釈 256 
上記に於て定められた 2単位のウイ戸Ivス浮灘
液によって起る血球擬集現象を完全に抑制し得る最 128 
大限度の稀釈倍数を血清について求めその抗体価を 度
64 
測定する。その方法は次の通りである。 
第 12図 血球探集抑制反応 。
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も各管には 0.25%の赤血球浮激液が血清之等量に
加えられたことになる。 
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の血球浮潜液を 0.5cc第 2管以下には 0.25%の
血球浮活字液を 0.5cc宛分注する。第 1管に血清の 
8倍稀釈液 0.5ccを加えて混和した後それの 0.5cc 
を第 2管に移す更に第 3管，第 4管と 0.5ccを
逐次移せば血清の 2倍階段稀釈列が得られ， しか
64 
32 
。。
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② 基準ウイ戸ノレス浮潜液の添加
前記の基準ウイ{ノレス浮灘液の 2単位を夫々の
試験管に 0.5cc宛分注してよく混和した後 2--4 
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時間静置して赤血球が管底に沈着するのを待って判
定する。
③対照として次のものを要する。 
@ 基準ウィールス浮説液の再判定
基準ウィーノLス浮潜液を原液から始めて 8倍迄 
0.5 cc宛 2倍階段稀釈してその各々に 0.25%の赤
血球浮説液を 0.5cc宛加えて判定する。 勿論最初
の 1本だけが C+)で{也は(一〉とならなければな
らない。 
@ 命 8 f古迄稀釈の血清及び生理食塩水の 0.5 
ccに夫々 0.25%の赤血球浮群液 0.5cc宛を加え
て共に全部陰性であることを確かめることが必要で
ある。 
V 判定
判定は管底に生ずる赤血球の沈降{象に基し、て行
う。陽性C+)の時はウィーノLスの多量の時に生ずる
もので，赤血球が管底全面に分散して淡江色を呈す
る。陰性(ー〉は陰性対照に見られる像であって赤
血球は管底の中央に集り直径の小さい周辺の明確且
平滑な真紅の円盤を形成してし、る。両者の中間(士〉
は管底中央に集る赤血球像の周辺は陰性の場合より
は不明瞭で周囲に量状に分散してし、る。此の実験に
於ては完全額性のみを取った。 時々第 1管が陽性
を示すことがあるが之れは~1集素によるものと思わ
れる。
目抗体価の菱化
上記の方法によって抗体価を測定して見ると始め
は或期間緩徐な曲線を描きつつ次第に或頂点に達し
次いで下降して来てチフス菌に於ける時と同様に抗
体曲線が殆んど水平線を描く様になる。此の時期に
抗体価の低い所を選んでウィールス浮滋液 5ccを
耳静脈に注射する。抗体曲線は第C8--16)図で明か
な様に初回注射後約 1ヶ年に及んでも零となるこ
とはなかった。命家兎は注射に対する反応として熱
発など殆ど認められなかった。
注意事項 
@ 血清の抑制能力の小さし、時に起る現象である
が非特異的な説集とウイ ~A ス其物による療集が重
なり合って判定が出来ないことがある。これは血、清
自体の菱化で此の時は実験は不可能となる。 
@ Hirst(lO)によれば血球の receptorが Kio4
に破壊されることが発見せられて後血清の inhi-
bitorも Ki向或は Nai向によって破壊されるこ
とが発見され療集反応にこれ等 inhibitor と re-
ceptor とが関係していることが想像されると云わ
れる。この方法は非働性の血清と 0.05Mの Naio4
(或は Kio4) とを等量に加えて 2時間放置後， 5% 
葡萄糖液を前記全量と等量に加えてから抗体価を測
定するのである。此の方法は抗体価の低し、時に用い
る場合は非特異的な~ì集を制圧するので反応を確実
にすることが出来て便利な方法であるが抗体価の高
レ時は此の方法によってもよらなくても差異は認め
られなかった。
実験成績
第 3表に見られる様に第一次注射後の抗体価の
土昇経過はかなり不定である。併しチアス菌の時は
最高値を示す迄の期間が長くても 20目前後であっ
たが，ウィールスの場合は例えば R10とR15の場合
第 14図血球?if:集抑制反応
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のように最高値を示す迄の期間が 51日と 33日と
云う如く非常に長い期間かかるものもあったことが
注目される。第一次注射後抗体価の減少して行く状
況はさきのチフス菌の場合よりも更に徐々としてし
。 かも最も抗体価の低くなった R9と R10に於ても
128倍までに下降したに過ぎなし、。 Rllの如きは
260日に及ぶも向 512倍を維持していた。第二次
注射後の抗体価の上昇はチフス菌の場合は第一次注
射後よりは一般に短期間で最高値に達しているが，
このウイ{ノLスの場合はやや予期に反して第 3表
に見られる様に第二次注射後最高値を示す迄の期間
は第一次注射後のそれとは大なる差はない様に見え
る。中には RsRl1RJ.1の如く第二次注射後最高値
第 3 表
一-~一一一一一一一-1-ー一一一一」一一一一一一一」一一一 
170 2∞ 220 応。
に達する迄の期間が第一次のそれより去flって長い期
問を要した場合さえもある。(第 3表参照〉
併しその抗体価に於ては第二次注射後の抗体価は
第一次注射後のそれよりは明かに高い値を示し且っ
その高い値を維持している期間が第ー次のそれより 
も長し、ことは第 (8~16) 図で明かである。第 4 表 
に見られる通り第一次注射後高い抗体価を示したの
は R10と R16だけで共に 8192倍であったが，第
二次注射後の抗体価の最高は 16384倍でそれも Rs
と多数に於てそれが観察された。R16 15R14R10R
(第 4表参照〉
第 4 表
第一次注射後の抗体 第二次注射後の抗体
価の最高値 価の最高値 
第一次注射後抗 第二次注射 第二次注射後抗
体価の最高値を 迄の日数 体価の最高値を
示す迄の日数 示す迄の目数 
Rs 8日 273日 16臼 
R9 18 344 12 
RIO 51(31) 261 8 
Rn 7- 252 21 
R12 8 54 8 
R13 6 死亡 
RH 11 270 48(19) 
R15 33 155 22 
R16 
R17 
〆 18。 180 む 12。
R8 

R9 

10R 
Rll 
12R 
R13 

R1
生 
R15 
R16 
R17 
4096倍 
2048 
8192(4096) 
4096 
2048 
1024 
4096 
4096 
8192。
16384f音 
8192 
16384 
8192 
4096 
死亡 
16384(8192) 
16384(8192) 
16384。

而して抗体価の減少する状況はチフス菌の場合と
同じく第二次注射後には高い抗体価を維持しつつ徐
備考:家兎 10匹を用いたが R13は約 50日 々に滅少して行く様である。向同一家兎に於て第二
で衰弱死した。 R17は対照 次注射後の抗体価が第一次注射後のそれより低いこ
-580ー 戸且，
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て不注意な観察者には現症の診断ではなく既往症の
診断となることがあるとし、う意味で充分注意されな
ければならなし、。以下の実験ではチフス菌で免疫し
た家兎に重ねてインフルエシザウィールスの浮潜液 
5 ccを注射して其反応を追求して見た。 
実験方法並びに材料
健康そうな家兎 5匹を用いて実験を行ったが途
中2匹が衰弱死した。前記実験と同様な方法による
為詳細な手段は省略するが， 先ずチフス菌液 H901
(第 1章参照)0.3 ccを耳静脈に注射し抗体価の減
少を待って PR s浮説液(第 2章参照) 5ccを耳
静脈に注射してチフス菌及びイシブノ'1.-:=:yザウィー  
兎に角此Dスに対する抗体価の状況を検ベて見た]，1 
の実験を行うにはチフス菌に対する抗体価が零の時
が望ましかったが遂にその機会に恵れなかったので
回
目 数
とはなかった。チフス菌の場合にも述べた所で、ある
が何れの家兎に於ても抗体曲線には個性差が著し
、。L
R17 は対照動物で、発育鶏卵の疑尿膜腔液そのまま
を接種して赤血球擬集抑制反応を見たが何等の反応
も示さなかった。・
第 3章障在性反応
所謂既往性反応に関しては古くは Conradi と
Bieling (1916f3)の有名な実験がある。即ち一度
或抗原に対して抗体を産生したことのある生物に於
てその抗体が全く消失するか或は通常と殆ど違わな
い状態になった後もう一度その抗体とは特異的関係
のない抗原の注射をした場合に，以前に作ったと同
じ抗体の抗体価が上昇して来ると云う事実である。 
ζの機序は明かで、はなし、が一般に血清診断に際し
臥 4 圭士 -581-じ内P'来世会第 5号 千
医葉
寸
比較的抗体価の低い時期を選んで再注射した。
実験成績
抗体曲線は第 (18--20)図で示される通りであ
る。チフス菌で免疫した家兎にインフルエソずウイ
ールスを注射した場合そのウィールスに対する抗体
曲線は，前記のウイ ~l!.- スだけによる第一次注射後
の抗体曲線と大体同様の曲線を描く。第二次注射の
間隔が 3例とも非常に異っているのは，なるべく
抗体価の低い時期を見つけようとしたことと，長期
間の採血の為健康状態が犯されるのを慮、った為であ
った。第二次注射として初問注射と同一抗原のチフ
ス菌を用いた場合と同様にウィールス浮灘液を第二
次注射とした場合に図で明かな様に，第一次注射後
に比較してチフス菌に対する抗体価は急な曲線を描
し、て上昇して行く。第二次注射後のチフス菌の抗体
第四図 既
ィールスを用いた場合には， チフス菌に対する抗
体曲線は第一次第二次共に同一抗原を用いた場合と
比較して非常に異なる曲線を描くようにみえる。即
価の最高値は第一次注射後のそれに比較して特別に
高い値を示すことはないが，兎に角短期間に上昇し
て割合に高い抗体価を維持することは明かである。 
R18 R は第二次注射後抗体価の上昇は認めるが，20
5表に見られるようにその最高値は第)次注射第 
R後のそれより低かった。 は其抗体価の最高値は19
1600倍で、あった。第一次第二次注射共に 
主記実験で明示されるように第二次注射としてウ
3例のみではあるが， 第二次注射後の抗体価のち 
法 ム
最高値は第一次注射後のそれよりは高くなることは
なかった。街叉前章に述べたウイ ~l!.- スのみの場合
とは異なり第二次注射後の誘導期も第一次注射後の
往 反 応 
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5 表
2~0 
第 は，やがて抗体が体液から消失した後は一つの潜勢
チフス菌注射後抗 第二次注 第二次注射後の
的な状態として永く貼る。免疫とはこの状態の謂ひ
体価の最高値を示 射迄の日 抗体価の最高値 であると云い，叉ウィー 71.-スの浮激液の非経口的注
す迄の目数 数 を示す迄の日数 入は感染の成立の有無に拘らず通例免疫を以て酬し、
RRR られる。第一次的にその指標となるのは特異的な抗112 11日 480日 5日 
10 132 8 
体の産生であると云ってし、る。
12 257 8 
細菌が体内から完全に消え去っても抗体が血液其
他の体液中に流ねて防衛に当っていることになる。
第一次注射後のチ
フス菌の抗体価の
最高値 
ルプブチシの値イ〉高(ス最後ルの射{価注ィ休次ウ抗二ずの第ジ菌 エス
このー度抗体を作ったことのある生体に更に抗原を
ご注射した場合，即ち生体の示す所の二次反応が生体
から抗原が消波した後にもなお認められるのか，或
--2RRRoonunu 
それよりも短期間だったということは注目に値する
1，600倍 800倍 は二次反応が起るさを;には抗原の存在が必要欠くべか
1，600 1，600 らざる条件であるかと云うことは明かではなし、。
1，600 800 
兎に角第一次の注射により生体全体が殊に同ーの
抗原に対しては特に強い反応を示すと云うことは明
事実である。
者 察
本報告に記された二次反応及び既往性反応に関し
ては色々と論議しなければならない問題が少なくな
いと考へられるが，ここには特に二三の点に就て考
慮、を試みたい。
二次反応を考へるには必然的に免疫と云うことが
論ぜられなければならないが，このことに関しては
古来より多数の論説のある所である。生体は血清に
対し，細菌に対し， トキソイドに対し或はウイ{ル
スに対しすべて抗休を作る条件を具えた物質で、あれ
ば，殆ど無条件にその抗原の刺戟に対して生理学的
の応答として抗体を作る即ち免疫が成立して来る。
川喜田(5)(16)は抗原の刺戟に対して成立した免疫
かである。言葉を換えれば或抗原によって兎疫され 
た生体はその抗原に対しては直ちに前よりも強く抗
体を産生する。この問題は抗体の産生場所及び共機
構とも密接に結びついているものと思われる。抗体
の産生が抗原の接種によって惹き記されることは言
う迄もないことであるが，抗原が生体から消波し去
った後もなお続けて抗体の産生があるか否かに関し
ては現在向種々議論のある所である。
この実験に於ては家兎にチフス菌或はインフルエ 
γザウイ ~7]_，スを接種して 300 乃至 400 日間も抗
体の検索を行って見たが，それらに対する抗体が全
く零になることは遂に認めることは出来なかった。
チフスの死菌或はウ fールスが斯くも長時間家兎の
臓器内で存在し続けることは考えにくいことであ
第 5号 千葉医学会雑誌 -583~ 
る。もとより動物の飼育のR二日にそれらの抗原が知ら
ずに体内に侵入し，免疫を重ねている可能性を完全
に除外することは出来ないにしても， この事実は 
Burnet等も示唆するように抗体は抗原の消波後も
なお引続いて陸生されると解釈するのが妥当であら
う。
この実験に於ては第ー次注射後と第二次注射後と
の抗体曲線とは非常に大なる差異を生ずる。即ち再
注射後の方が非常に高い抗体価を示し且長時間持続
するが，緒言に於て述べたように液状抗原の場合程
顕著ではなし、o
Morgan(lりは猿に於て Polyomyelitis virus 
の実験に際して接種後一年間も血、活中に中和抗体を
示してし、た。そしてー年目の終りに追加注射を行つ
た所再び抗休の上昇を認めたが， inactive virus 
で接種された猿に於ては antibody levelは acti‘
ve virusに於けるよりも急速に下降すると報告し
ている。叉 ]ensen(H)はジフテリー免疫の子供に
於て 5年後にトキソイドの再注射を行って抗体価
の上弁を認めている。要するに生体は一度或抗原を
受け入れるとそれと関連する刺戟に対しては相当に
長い期間特異的に反応する能力を有していると解せ
られる。著者の行ったチフス菌の場合にもウィール
スの場合にもそれを明かに証明出来るが，唯イジフ 
;tエソザウィールスの場合はチフス菌接種の場合と
比較して二次反応が割合に著明で、なかったことが注
目される。 
J即ち液状抗原と粒子抗原との差異，叉同じ粒子状
抗原でも細菌とウィールスとの聞に於て認められた
二次反応の差異が如何なる機序によるむわであるか
の解決は尚将来の研究にまたなければならなし、。
既往性反応に関しては Conradi及び Bielingが
チフス菌で、免疫された家兎に大腸菌或はジプテリー
菌を再注射してチブス菌の抗体価の上昇を認め，叉 
Rosher仰〉は第一次に大腸菌第二次に黄色ぶどう
球菌或は緬羊の赤血球の再注射によって大腸菌の抗
体価の上昇を認めた，向この他二三の実験に於ても
同様の結果を証明している。この様に全く特異的の
関係のない抗原を再注射した場合，即ちこの実験に 
於ける如く第一次にチフス菌を第二次にイ Yブルエ
ンずウィールスを注射してチフス菌の抗体価の上昇
を認めるが，唯その上弁曲線は同一抗原の場合に於
ける様に顕著ではなかったο これ等の事実は生体の
特異性に関するか或は反応体系即ち親和性に大なる
関係があると思はれるがその成立機序に関しては向
不明の点が多い。
総 括 

チフス菌の場合 
  
① チフス菌液を家兎に注射した場合それに対する家兎血清の第一次注射後と第二次注射後
との抗体の消長を追求した。 
② 第一次注射後は徐々に即ち誘導期の後抗体価の上昇を認め或一定値に達した後徐々に下
降して行くが或抗体価に達すると容易には零にはならない事実が観察された。 
③ 第二次注射後は抗体価は第一次のそれよりは短い期間で上昇し旦よほど高い抗体価を示
すO 即ち第二次反応と言われる事実が観察された。その抗体価は緩徐な経過で次第に下降して
行く様にみえるO
ウィ.-}レスの場合 
① インフルエンザウィ，-}レスを家兎に注射しそれに対する第一次と第二次注射後の抗体曲
線を追求した。 
② この場合第二次注射後抗体価の最高値に達する期間は第一次のそれと大差なく，中には
却って第一次のそれよりも長い場合もあったことが注意されるO 
③ しかしながら第二次注射後の最高値は第一次注射後のそれよりは高い値を示しているO 
④ 抗体価の減少する速度は徐々でチフス菌に於ける場合と同様に容易には零にはならな
し、。殊に第二次注射後はそれがー居著明で、あるように見えるO 
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既往性反応の場合 
① 先ずチフス菌で免疫した家兎にインフエルンザウィ{ルスを再注射して血清のチフス菌
に対する抗体価の変化を追求した。
②第二次注射後はチフス菌の抗原価は第一次の場合よりは短期間で高い値に達するが，そ
の値は第一次注射後の最高値をこえることはなかった。 
③ ウイ~}レスの抗体曲線はそれ単独に注射した場合主同様な曲線を描く。
稿を終るに臨み川喜田教綬の御懇篤なる御指導御校閲及び桑田助教授並びに教室各{立の御協力に
対し深甚なる謝意を表する。
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